
道下大樹

　
昨
年
　
月
に
行
わ
れ
た
第
　
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
し
た
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
本
当

に
大
き
な
大
き
な
お
力
で
、
何
と
か

２
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ご
支
援
頂
い
た
皆
様
へ
の
感
謝
と

当
選
の
喜
び
を
思
う
一
方
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
犠
牲
者
や
感

染
者
、
医
療
従
事
者
を
含
め
た
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
生
活
や
仕

事
で
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

方
々
な
ど
に
想
い
を
致
し
、
私
自
身

の
当
選
万
歳
は
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
期

待
に
政
策
の
実
現
で
し
っ
か
り
応
え

て
参
り
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
４
年
間
、

国
会
・
地
域
活
動
に
精
一
杯
取
り
組

ん
で
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
活
動

不
足
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
・
反
省

し
、
も
っ
と
地
域
を
歩
い
て
聞
い
て

回
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
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２
期
目
の
国
会
・
地
域
活
動
へ
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皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
立
憲
民
主
党
と
し
て
は
道
内
外
と

も
に
非
常
に
厳
し
い
選
挙
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
与
党
一
強
か
ら
与
野
党

拮
抗
に
す
る
べ
く
与
野
党
候
補
一
対

一
の
構
図
を
作
っ
た
成
果
は
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
多
く
の
接
戦
区
で
惜

敗
し
、
現
有
議
席
か
ら
　
減
に
な
っ

た
こ
と
は
し
っ
か
り
と
分
析
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
先
輩
・
同
僚
そ
し
て
同
志

と
国
会
に
上
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

痛
恨
の
極
み
で
す
。
「
ま
っ
と
う
な

政
治
」
の
実
現
を
め
ざ
し
た
仲
間
の

思
い
も
背
負
い
、
悔
し
さ
を
胸
に
刻

み
、
２
期
目
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
昨
冬
に
党
代
表
選
が
行
わ
れ
、
北

海
道
出
身
の
泉
健
太
衆
議
が
新
代
表

に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
参
院
選
、
来

年
の
統
一
自
治
体
選
、
そ
し
て
来
る

べ
き
衆
院
総
選
挙
に
向
け
て
、
党
を

し
っ
か
り
と
立
て
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め

に
私
も
粉
骨
砕

身
、
汗
水
流
し
ま

す
。

 

　
国
会
で
は
喫

緊
課
題
で
あ
る
コ

ロ
ナ
禍
の
医
療
体

制
の
拡
充
、
生
活

者
・
事
業
者
支

援
、
充
実
し
た
社

会
保
障
や
教
育
政

策
、
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
の
価
格
抑

制
、
憲
法
改
悪
阻

止
な
ど
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
私
は
投
開
票
日
の
翌
朝
か
ら
街
頭

に
立
ち
ま
し
た
。
道
議
時
代
か
ら
変

わ
ら
な
い
活
動
で
す
。
地
道
に
一
歩

一
歩
、
信
頼
と
実
績
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

衆
議
院
議
員道

下
大
樹

南区の団地で街宣。

西区の商店街を歩きながらの街宣。

雨の日にはレインボーの傘を。

立憲民主党北海道第１区総支部版
札幌市中央区大通西5丁目8番地　
昭和ビル5階
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（
文
書
上
の
当
選
御
礼
は
法
律
に
抵
触
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

。



すぐに政策提言＆実現！
　道下大樹は、選挙中に公約したガソリン価格の値下
げについて政府への要望や議員立法を行い、いわゆる
福祉灯油については灯油購入費助成を行う自治体に対
する特別交付税を臨時国会で実現しました。
　また党税制調査会事務局長として、主に働く女性も
専業主婦(夫)も応援するための配偶者控除の見直し、
貸与型奨学金の返還金の所得控除対象化、高所得者の
所得税や金融所得課税の強化などの税制改正をまとめ
ました。

道下大樹の主な国会活動

　道下大樹は、引き続き総務委員会、憲法審査会(次席幹事)に
所属するとともに、新たに予算委員会メンバーになりました。
早速12月15日の本会議、予算委員会、総務委員会で討論・質疑
に立つなど活躍。質問日程が決まりましたらSNSなどで告知し
ます。

＼国会の所属委員会が決まりました／

予算
委員会

総務
委員会

憲法
審査会

１９７５年　北海道新得町生まれ
　　　　　　その後苫小牧市、八雲町、留萌市、旭川市に転居
１９９４年　北海道立旭川東高等学校　卒業
１９９８年　中央大学法学部法律学科　卒業
１９９８年　衆議院議員横路孝弘　公設秘書
２００７年　北海道議会議員選挙　初当選（以来2011、2015連続当選）
２０１７年　衆議院議員選挙　初当選
２０２１年　衆議院議員選挙　2期目の当選

現在、衆院予算委員、総務委員、憲法審査会次席幹事

道下大樹プロフィール 衆議院議員　道下大樹事務所
〒060-0042
札幌市中央区大通西5丁目8番地　昭和ビル5階

〒100-8982
東京都千代田区永田町2丁目1番2号
衆議院第二議員会館516号室

011-233-2331 011-233-2337

03-3508-7516 03-3508-3946

札幌

東京

mail: info@michishita-daiki.jp

道下大樹のホームページ、
SNSのフォローよろしくお願いします⇒

新・立憲スタート！
　枝野幸男前代表の辞任に伴い、党代表選挙が行われ
泉健太衆議が新代表となりました。
　そして逢坂誠二代表代行、西村智奈美幹事長、小川
淳也政調会長など執行部も新体制となりました。新・
立憲へのさらなるご支援ご協力をよろしくお願いいた
します！

本会議に登壇し、岸田総理の前で討論


